
平成21年度　農協功労賞受賞 

「農協功労賞」を受賞した纐纈組合長と和子夫人 



4月2日 第３４回 計根別農協乳牛改良連合会 定期総会 

4月3日 第２２回 計根別ジュニアホルスタインクラブ通常総会 

4月１３日 平成２２年度 手つなぎの会総会 

数
多
く
集
ま
っ
た
乳
改
連
総
会 

３
期
に
亘
り
会
長
を
務
め
た
二
瓶
会
長 

会　長　本田　勉 

副会長　漆原　俊之・蛭田　健太郎 

理　事　林　　満治・佐藤　　真・苅田　憲幸・加藤　　司・影山　洋平 

　〃　　本田　卓哉・本田　正志・後藤　　順・坂地　浩二・宍戸　洋行 

監　事　永利　嘉成・星野　　淳 

新
役
員 

　会員と父兄合わせて17名が総会に出席し、

議事においては子供たちが役割分担し事業報

告や事業計画を行いました。また、22年度の

計画はソーセージ作り、ジャガイモ作り、サ

マースクール、全道共進会、管内視察、親睦

会等、より盛んに楽しい活動を行う予定です。 

　尚、新しい会員を募集しておりますので宜

しくお願い致します。 

　　　　　　　　　（事務局　片岡・中條） 

皆さん本年の計画を真剣に考えてます 議案におかしいところはないかな…!?
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平
成
二
十
二
年
四
月
八
日

（
木
）
に
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

札
幌
に
て
北
海
道
農
協
青
年

部
協
議
会
第
五
十
九
回
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
我
が
青
年
部
か
ら
は
久
保

拡
伸
副
部
長
と
事
務
局
の
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二

年
度
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『W

ith  you
〜
故
郷
を
想
う
〜
』、
年
間
活
動
テ

ー
マ
を
『
築
き
上
げ
よ
う
〈dream

〉

夢
が
持
て
る
農
業
へ
』
と
し
、
農
業

青
年
が
地
域
農
業
・
農
村
の
担
い
手

と
し
て
、
故
郷
を
想
い
、
活
力
の
あ

る
農
業
を
目
指
し
た
活
動
に
挑
戦
し
、

夢
が
持
て
る
農
業
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
活
動
方
針
と
な
り
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
多
く
の
質
問
・
意
見

が
飛
び
交
い
、
そ
れ
に
し
っ
か
り
と

牧
清
隆
道
青
協
会
長
は
回
答
を
し
、

と
て
も
内
容
の
濃
い
総
会
で
し
た
。 

　
ま
た
、
研
修
会
も
行
わ
れ
、
講
師

に
鶴
留
　
尚

之
氏
（
Ｊ
Ａ

全
中
　
営
農

・
農
地
総
合

対
策
部
　
次

長
）
を
迎
え

「
青
年
部
活

動
の
目
的
と

リ
ー
ダ
ー
の

役
割
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶴
留
氏
は
Ｊ
Ａ
全

青
協
の
事
務
局
長

を
さ
れ
て
い
る
方

で
、
わ
か
り
や
す

く
、
熱
い
講
演
内
容
は
、
と
て
も
意

欲
が
沸
く
も
の
で
し
た
。 

　
ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
以

下
の
と
お

り
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
二
十

二
年
度
も

活
躍
す
る

こ
と
を
期

待
し
て
い

ま
す
。 

 

　
平
成
二
十
二
年
四
月
十
日

（
土
）
に
中
標
津
町
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
に
て
農

業
政
策
に
係
わ
る
意
見
交
換

会
が
衆
議
院
議
員
の
仲
野
博

子
代
議
士
を
迎
え
行
わ
れ
ま

し
た
。
根
室
管
内
の
青
年
部

の
代
表
が
集
い
、
我
が
青
年

部
か
ら
は
中
村
副
部
長
と
本

田
広
報
部
会
長
の
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
冒
頭
、
仲
野
議
員
か
ら
民
主
党
の
取
り
組
む
農
政
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
青
年
部
員
が
質
問
し
、

仲
野
議
員
が
答
え
る
、
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

青
年
部
員
か
ら
は
自
己
の
経
営
や
地
域
が
直
面
す
る
問
題

に
つ
い
て
の
意
見
、「
こ
れ
か
ら
の
酪
農
を
担
っ
て
い
く

世
代
に
希
望
が
持
て
る
農
政
を
行
っ
て
欲
し
い
」
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
仲
野
議
員
か
ら
は
輸
入
穀
物
の
高
騰
が
酪
農
に
大
打
撃

を
与
え
た
過
去
を
踏
ま
え
、
自
給
粗
飼
料
に
重
点
を
置
い

た
経
営
の
た
め
の
政
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
、
ま
た
、

個
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
「
損
失
を
補
填
す
る
と

い
う
や
り
方
で
は
財
源
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
補
給
金
に

上
乗
せ
す
る
方
が
現
実
的
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
て
お

り
ま
し
た
。 

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ

う
な
の
で
、
私
た
ち
も
意

見
を
集
約
し
、
農
政
に
意

見
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

久保副部長！どこ見てるんだぃ！？ 

会場の緊張感！たまりませんなぁ～ 

最後に仲野代議士と写真撮りました！ 

真剣にメモをとる久保副部長 
近っ！！ 

新役員の方々です 
左から会長、副会長3名、監事2名です 

年部　　　版 

北海道農協青年部協議会 

　　　平成22年度新役員 
会　長　牧　　清隆（上川地区） 
副会長　吉田　義広（石狩地区） 
副会長　今井　貴祐（オホーツク地区） 
副会長　臼井　貴之（根室地区） 
監　事　林　　昌之（道南地区） 
監　事　黒田　栄継（十勝地区） 
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三
月
二
十
四
日
中
標
津
町
農
業
会

館
に
て
『
第
五
十
四
回
Ｊ
Ａ
根
室
地

区
女
性
協
総
会
』
が
開
催
さ
れ
管
内

役
員
の
方
三
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
議
事
は
平
成
二
十
一
年
度
収
支

決
算
、
平
成
二
十
二
年
度
活
動
計
画

（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）、
平
成
二

十
二
年
度
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法

（
案
）、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
幹
部
・
部
員
研
修
が

行
わ
れ
、
家
の
光
活
用
体
験
発
表
「
Ｊ

Ａ
道
東
あ
さ
ひ
・
粟
野
祐
子
さ
ん
」

の
発
表
と
釧
路
市
・
美
容
室
ア
ル
フ

ァ
代
表
鈴
木
良
治
氏
に
よ
る
「
合
成

洗
剤
の
毒
性
と
初
乳
石
け
ん
に
つ
い

て
」
を
説
明
し
て
頂
ま
し
た
。 

　
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
左
記
の
通

り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
中
垣
部
長
は
引
き

続
き
監
事
と
な
り
ま
し
た
。 

  

　
四
月
十
五
日
（
木
）
ふ
ぁ
ー
ま
っ

く
二
階
会
議
室
に
て
購
買
部
と
共
催

し
て
第
一
回
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
、
十
六
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
講
義
内
容
は
『
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
と
牛
舎
レ
イ
ア

ウ
ト
に
つ
い
て
』
と
い
う
こ
と
で
㈱

コ
ー
ン
ズ
・
エ
ー
ジ
の
飼
養
管
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
横
浜
隆
則
氏
と
小
池

美
登
里
氏
に
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
が

も
た
ら
す
効
果
や
概
念
、
ま
た
牛
舎

の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
価
格

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
話
に
は
皆
さ
ん

非
常
に
興
味
深
く
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
沢
山
の
質
問
や
意

見
が
出
る
な
ど
有
意
義
な
講
習
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
講
師
の
小
池
氏 

「
美
馬
さ
ん
わ
か
り
ま
し
た
？
」 

「
あ
っ
！
は
い
。」 

興
味
深
く
聞
い
て
い
る
受
講
者 

会
　
長
　
吉
田
ゆ
き
こ
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
標
津 

副
会
長
　
用
松
　
昜
子
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ 

副
会
長
　
畠
山
　
友
子
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
中
春
別 

監
　
事
　
中
垣
　
直
美
（
再
） 

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
計
根
別 

監
　
事
　
金
子
ひ
ろ
み
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
中
標
津 
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「緊張してヒゲが伸びてきたぞ…？」 
精一杯背伸びしているのに、マイクの位置が!!

　
去
る
平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日
、
東
京
都
新
橋

ヤ
ク
ル
ト
ホ
ー
ル
に
て
第
三
十
八
回
家
畜
人
工
授
精

優
良
技
術
発
表
全
国
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
演

台
に
立
ち
、
発
表
し
て
参
り
ま
し
た
。
全
国
よ
り
授

精
師
及
び
関
係
機
関
を
合
わ
せ
約
三
五
〇
人
が
集
い
、

優
良
技
術
発
表
で
は
十
三
名
の
授
精
師
が
日
頃
の
研

究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
興
味
深
い
研
究
や
改
め

て
再
認
識
し
た
発
表
な

ど
が
あ
り
、
今
後
の
授

精
業
務
に
活
か
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た

北
海
道
代
表
と
し
て
発

表
で
き
た
こ
と
が
貴
重

な
体
験
と
な
り
有
意
義

な
全
国
大
会
で
し
た
。 

（
酪
農
課
　
佐
々
木
完
） 

　
近
年
、
計
根
別
地
区
に
お
き
ま

し
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
栽
培
す
る

組
合
員
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、

三
月
二
十
四
日
に
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く

会
議
室
に
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
講
師
に
は
パ
イ
オ
ニ
ア
の
佐
藤

智
宏
氏
を
招
き
作
付
農
家
を
は
じ

め
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
に
興
味
が
あ

る
組
合
員
の
十
二
名
が
参
加
し
、

昨
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
育
や

施
肥
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ

い
て
講
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
昨
年
は
、天
候
不
順
に
よ
り『
す

す
紋
病
』
に
加
え
て
、
カ
リ
欠
乏

症
の
影
響
か
ら
茎
葉
収
量
と
共
に

子
実
収
量
の
低
下
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
に
つ
い
て
は
土

壌
分
析
結
果
を
基
に
堆
肥
や
ス
ラ

リ
ー
等
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら

収
量
確
保
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。 

　
　（
資
材
生
活
課
　
佐
藤
厚
柱
） 受講した12名の組合員 

講師を務めたパイオニアの佐藤氏 

購
買
部
で 

 

デ
ン
ト
コ
ー
ン
講
習
会
を
開
催 

5月31日は 
自動車税の納期限

です 

　自動車税の納期限は５月31日です。忘れずに納めまし

ょう。 

　また、納められた際の「納税証明書」は車検を受ける

ために必要です。大切に保管しましょう。 
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５月１日に結婚が決まり

今、計根別一充実してい

る酪進の宍戸洋行君 

『やる気スイッチ』が入

り、ひとの３倍仕事をこ

なす毎日……？？？？？。 

「うぉ～～～！！！」 

「ハイ、仕事完了」 
「イエイ!!」 

…
…
…

…
…
…

　４月より計根別駐在所勤務になった、千葉　恒巡査部長をご紹介いたします。 

　千葉さんは北海道深川市の出身で34歳です。ご家族は奥さんと４人の子さんの６人家族。

（中１・小５・小２の女の子と小１の男の子） 

　前任地は、上士幌駐在所に勤務しておりました。 

魔法のホウキであっと言う間に… 

こんなロールも 
このフォークがあれば 

6



　
平
成
二
十
一
年

度
　
乳
用
牛
群
検

定
全
国
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
優

秀
検
定
員
に
計
根

別
乳
牛
検
定
組
合

の
検
定
員
で
あ
る

松
田
行
雄
さ
ん
が

根
室
管
内
で
推
薦

さ
れ
二
月
二
十
六

日
に
札
幌
市
で
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
松
田
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
平
成
元
年
の
三
月
よ
り
乳
検
組
合
で
検
定
員
と
し
て
二

十
年
間
と
永
き
に
渡
り
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
豊
富
な
経
験
と
検

定
指
導
士
と
し

て
の
高
い
見
識

に
よ
り
、
検
定

農
家
や
検
定
員

仲
間
の
良
き
指

導
者
と
し
て
信

望
が
厚
い
こ
と

か
ら
今
回
、
根

室
管
内
か
ら
の

推
薦
を
受
け
ま

し
た
。 

（
生
乳
販
売
課 

　
高
橋
英
穂
） 

｢おめでとうございます｣ 
「ど～も！ど～も！スーツの方が良かったかな？」 

漆原組合長他みんなで記念写真 
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計根別小学校 

西竹小学校 養老牛小学校 
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上春別小学校 

上西春別小学校 
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は
じ
め
ま
し
て
、
石
神
亜
希
子
で
す
。
四
月
か
ら
計
根
別
農
業

協
同
組
合
　
金
融
共
済
部
　
共
済
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。 

　
私
は
二
月
始
め
か
ら
三
月
末
ま
で
の
二
ヶ
月
間
、
計
根
別
農
協

に
研
修
生
と
し
て
通
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
中
の
期
間

に
私
は
、
様
々
な
部
署
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

沢
山
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
、
優
し
く
ご
指
導
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。 

　
私
は
、
こ
の
三
月
に
北
海
学
園
大
学
経
営
学
部
を
卒
業
し
ま

し
た
。
大
学
で
は
主
に
心
理
学
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
農
協
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ
ア
上
の
こ
と
で
し
か
分
か
っ

て
お
ら
ず
、
研
修
中
は
全
て
に
お
い
て
新
鮮
で
し
た
。
そ
こ
で
私

は
自
分
の
知
ら
な
い
事
が
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
こ
と
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
に
限
界
を
作
ら
ぬ
よ
う
に
様
々
な
こ

と
を
学
び
そ
れ
ら
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
一
生
懸
命
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
勤
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

　
四
月
か
ら
営
農
部 

営
農
支
援
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、
倉

田
瑠
美
で
す
。
約
一
カ
月
間
の
研
修
を
経
て
、
四
月
一
日
か
ら
営

農
部
で
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
地
元
の

養
老
牛
出
身
で
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
業
の
酪
農
の
仕
事
を
手
伝
い
、

牛
と
接
す
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
将
来
は
地
元
の
酪
農
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
酪
農
学
園
大
学
へ
進
学
し

ま
し
た
。
大
学
で
は
、
酪
農
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
と
い
う
広
い
分

野
を
勉
強
し
、
ま
た
、
酪
農
畜
産
営
農
シ
ス
テ
ム
学
研
究
室
に
所

属
し
て
、
農
場
制
型
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
や
放
牧
酪
農
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
し
て
計
根
別
農
協
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
素
晴
ら
し
い
環
境
で
仕
事
が
で
き
て
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
組
合
員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
し
っ

か
り
と
覚
え
、
地
域
の
酪
農
発
展
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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総　　会 

理 事 会  

纐纈　成喜 

佐藤　良文 
 

監 事 会  

部長　中瀬　　満 信用事業担当理事 
部長　佐々木照弘 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
羽
田
　
依
世 

    係
　
　
　
　
長
　
川
目
　
　
聡
　
係
　
斎
藤
　
有
利 

    係
長
課
長
兼
務
　
係
　
成
戸
　
道
典
・
深
瀬
　
　
望 

 

係
長
主
幹
兼
務
　
主
査
　
高
橋
　
美
和
　
係
　
沼
倉
　
由
希
・
北
川
　
未
来
・
清
水
ち
ひ
ろ
（
臨
時
） 

    
 

係
　
　
　
　
長
　
喜
来
　
　
実
　 

係
　
渡
部
　
沙
織
・
石
神
亜
希
子
（
試
用
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
倉
田
　
瑠
美
（
試
用
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
吉
田
　
和
弘 

    係
長
課
長
兼
務
　
係
　
石
川
　
将
貴 

 

係
長
課
長
兼
務 

    係
長
課
長
兼
務
　
係
　
岩
本
め
ぐ
美 

 

係
　
　
　
　
長
　
太
田
　
　
孝
　
主
査
　
堀
田
　
秀
哉
　
係
　
吉
川
　
　
茜   

    
 

係
長
主
幹
兼
務
　
係
　
須
藤
　
　
功
・
筒
井
　
悌
紀
・
大
槻
　
勝
一
（
臨
時
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
白
幡
　
明
大
・
高
橋
久
美
子 

 
係
長
課
長
兼
務
　
主
査
　
萱
岡
　
　
智
　
係
　
佐
々
木
　
完
・
星
野
　
洋
平
・
小
林
　
央
知 

　
　
　
　
　
　
　
森
脇
　
拓
也
・
片
岡
　
美
幸
・
佐
藤
　
愛
里
・
中
條
　
匡
晃
・
加
賀
谷
　
宏
実 

    係
　
　
　
　
長
　
佐
藤
　
厚
柱
　
主
査
　
田
渕
　
弘
行
　
係
　
小
高
　
亜
季
・
渡
辺
お
り
絵 

    係
長
課
長
兼
務
　
主
査
　
中
野
　
　
庶
　
係
　
神
内
　
正
成 

    係
長
主
幹
兼
務
　
係
　
片
岡
　
尚
子 

組織機構図及び 
職員配置図 

組 合 長  

企画会議 

理事兼務参事 

購 買 委 員 会  
販 売 委 員 会  
総務企画委員会 

バルククーラー 
管理運営委員会 

監 査 室  

営　農　部 
部長　谷川　好則 

金融共済部 
部長　須崎　　徹 

販　売　部 
部長　松岡　幸樹 

購　買　部 総　務　部 

JA計根
別 

機構改革
 

総
務
電
算
課 

   

審
　
査
　
課 

 

金
　
融
　
課 

  

共
　
済
　
課 

 

営
農
支
援
課 

   

営
農
振
興
課 

 
営
農
企
画
課 
   

畜
産
販
売
課 

  

生
産
セ
ン
タ
ー 

 

生
乳
販
売
課 

 

酪
　
農
　
課 

  

資
材
生
活
課 

   

燃
料
部
品
課 

総

　

務

　

係

 
 

経

理

電

算

係

 
 

審

　

査

　

係

 
 

金

　

融

　

係

 
  

共

　

済

　

係

 
 

営

農

相

談

係

 
 

生

産

技

術

係

 
 

基

盤

整

備

係

 
 

生

産

企

画

係

 
 

組

織

広

報

係

 
 

畜

産

販

売

係

 
  

生
産
セ
ン
タ
ー
係 

 

生

乳

販

売

係
 

 

酪

　

農

　

係

 
  

資

　

材

　

係

 
 

生

　

活

　

係

 
 

燃

料

部

品

係

 

男子職員　40名 
女子職員　19名 
  合　計  　59名 
 
太字は４月１日付異動者 

課
長
　
蛎
崎
　
康
夫 

   

課
長
総
務
電
算
課
長
兼
務 

 

課
長
部
長
兼
務 

 

主
幹
　
藤
田
　
恒
久 

課
長
　
大
友
　
賢
治 

 

課
長
　
金
野
　
智
樹 

   

課
長
　
熊
谷
　
昌
仙 

 
課
長
　
大
矢
根
裕
辞 

   

課
長
　
桜
井
　
昭
治 

 

　
　
セ
ン
タ
ー
長 

　
　
主
幹
　
岩
本
忠
敏 

 

課
長
　
高
橋
　
英
穂 

 

課
長
　
深
見
　
　
亮 

  

課
長
　
川
目
　
　
剛 

  

課
長
部
長
兼
務 

主
　
幹
　
中
島
　
昇 

 

考
査
役
　
湯
山
　
貢 
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生 乳 販 売 情 報 生 乳 販 売 情 報 
平成21年度 3月末　管内農協生乳受託実績表（㎏） 

市 場 情 報 市 場 情 報 
ホクレン根室家畜市場  一般市場 4月7日開催分 ホクレン十勝地区家畜市場（音更町） 

肉牛（和牛）市場　3月18日開催分 

ホクレン根室家畜市場　乳牛市場（セール）3月18日開催分 

Ｊ Ａ 標 津 町  

Ｊ Ａ 中 標 津 町  

Ｊ Ａ 計 根 別  

Ｊ Ａ 中 春 別  

西 春 別 支 所  

上 春 別 支 所  

別 海 本 所  

根 室 支 所  

　 小 　 　 計 　  

　 合 　 　 計 　  

初生・ホル　オス   

初生・ホル　フリーマチン 

初生・ホル　メス   

初 生 ・ F 1 　 オ ス   

初 生 ・ F 1 　 メ ス   

初生・和牛　オス   

初生・和牛　メス   

乳牛・ホル　育成   

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホ無　初妊牛  

乳牛・ホル　経産   

乳牛・ホ無　経産   

肉素・和牛　ヌキ   

肉素・和牛　メス   

肉 素 ・ F 1 　 メ ス   

肉 素 ・ F 1 　 ヌ キ   

肉素・ホル中トク　メス  

肉素・ホル中トク　オス  

肉素・ホル中トク　ヌキ 

肉素・ホル12ヶ月以上メス 

肉素・ホル　オス   

廃 用 ・ 和 牛   

廃用・F1（交雑種）  

廃 用 ・ ホ ル   

廃 用 ・ そ の 他   

道
東
あ
さ
ひ
 

農　　協　　名 

畜　　　　種 出場 

月　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 

累　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 
搾乳戸数 

8,235,030 

10,536,612 

7,326,618
9,870,890 

8,195,910 

5,359,925 

13,971,077 

4,112,620 

31,639,532 

67,608,682

97.3 

98.1 

98.2
100.0 

100.6 

102.1 

99.9 

103.9 

101 

99.6

99,454,300 

125,166,006 

87,717,475
116,092,010 

98,042,291 

63,210,026 

171,645,881 

49,720,504 

382,618,702 

811,048,493

100.2 

99.3 

100.0
100.6 

102.4 

101.1 

102.5 

99.7 

101.9 

100.9

157 

193 

162
184 

171 

87 

285 

98 

641 

1,337

成立 最　高 最　低 平　均 

肉牛・黒毛　メス  

肉牛・黒毛　メス　ＥＴ  

肉牛・黒毛　メス計  

肉牛・黒毛　去勢  

肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ  

肉牛・黒毛　去勢計  

繁 殖 ・ 黒 毛   

廃 用 ・ 黒 毛   

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差 

575 

116 

691 

701 

180 

881 

107 

52

523 

92 

615 

673 

176 

849 

80 

52

478,800 

541,800 

541,800 

599,550 

609,000 

609,000 

612,150 

284,550

105,000 

135,450 

105,000 

179,550 

47,250 

47,250 

56,700 

37,800

315,580 

358,769 

322,041 

434,784 

454,513 

438,874 

302,676 

150,837

-1,292 

-9,047 

-6,020 

22,131 

21,510 

21,734 

4,899 

2,831

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル初妊ET  

乳牛・ホ無　初妊   

乳 牛 ・ ホ 無 初 妊  

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 

先月との差 

307 

23 

16 

135 

105 

8 

2 

19 

15 

2 

142 

8 

1 

0 

3 

2 

3 

7 

8 

17 

2 

0 

3 

184 

2

277 

18 

14 

128 

102 

7 

1 

16 

13 

2 

118 

5 

1 

0 

3 

2 

3 

3 

8 

16 

2 

0 

3 

168 

2

71,400 

10,500 

162,750 

212,100 

149,100 

328,650 

202,650 

305,550 

543,900 

510,300 

506,100 

232,050 

145,950 

 

159,600 

162,750 

11,550 

47,250 

38,850 

232,050 

112,350 

 

159,600 

145,950 

94,500

1050 

1,050 

81,900 

30,450 

8,400 

278,250 

202,650 

30,450 

56,700 

425,250 

63,000 

109,200 

145,950 

 

86,100 

110,250 

1,050 

4,200 

9,450 

15,750 

106,050 

 

130,200 

28,350 

54,600

29,677 

2,858 

132,675 

148,017 

82,147 

304,200 

202,650 

223,453 

438,012 

467,775 

279,407 

182,280 

145,950 

 

125,300 

136,500 

4,550 

21,000 

21,263 

140,700 

109,200 

 

146,650 

69,300 

74,550

-931 

-435 

-1,338 

4,197 

-9,856 

38,308 

24,500 

-17,613 

-22,399 

68,775 

13,515 

-79,920 

 

 

14,000 

-53,550 

3,500 

4,550 

-23,420 

-8,209 

5,250 

 

72,100 

-9,722 

58,800

先月との差 

419 

26 

17 

462

344 

24 

16 

384

604,800 

770,700 

591,150 

770,700

262,500 

475,650 

455,700 

262,500

519,298 

636,825 

512,400 

526,356

-18,099 

22,861 

10,725 

-14,415

計根別農協（ホクチクファーム）  初生トク  ㌔単価  4月1日現在  900円 

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数 

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満   

未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上   

そ の 他 の 未 経 産   

計 

経 　 産 　 牛 （ ホ ル ）  

そ の 他 の 経 産 牛   

計 

　 合 　 計 　   

乳　　用　　種（区分） 頭　　数 

黒 毛 和 種 メ ス  
 

 

黒 毛 和 種 オ ス   

計  

F 　 1　（交雑種）　メ　ス   

F 　 1　（交雑種）　オ　ス   

計  

　 合 　 計 　   

　 総 合 計 　   

肉　　用　　種（区分） 頭　　数 

12月との差 

12月との差 

3,912 

4,036 

19 

7,975 

11,420 

18 

11,430 

19,405

302 

42 

344 

66 

51 

117 

461 

19,866

55 

－74 

－1 

－12 

92 

－1 

83 

71

－1 

－5 

－6 

－4 

4 

0 

－6 

65

税込 

税込 

税込 

4月1日現在 
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根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

　
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
は
採
食

量
に
直
接
左
右
し
ま
す
。
乾
物
摂
取

量
を
押
し
上
げ
る
た
め
に
も
、
優
れ

た
発
酵
品
質
で
嗜
好
性
の
良
い
サ
イ

レ
ー
ジ
を
生
産
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

管
内
で
は
サ
イ
レ
ー
ジ
中
に
ス
ラ
リ

ー
が
混
入
し
て
し
ま
い
、
発
酵
品
質

と
嗜
好
性
を
大
き
く
落
と
し
て
い
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。
原
因
と
対
策
が

明
確
で
す
の
で
早
急
に
手
を
打
ち
た

い
も
の
で
す
。 

一
、
ス
ラ
リ
ー
の
混
入
ル
ー
ト 

　
普
及
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
ス
ラ
リ
ー
の
追
跡
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
主
な
混
入
ル
ー
ト
は
図
１

の
２
つ
で
し
た
。 

  

二
、
や
れ
ば
で
き
る
三
つ
の
対
策 

（
一
）
遅
ま
き
厳
禁
！ 

　
散
布
限
界
は
、
お
お
む
ね
五
月
中

旬
ま
で
で
す
。
写
真
２
の
時
期
（
五

月
下
旬
）
ま
で
遅
れ
る
と
、
収
穫
す

る
際
に
サ
イ
レ
ー
ジ
原
料
草
に
混
入

し
て
し
ま
い
ま
す
。
　 

　
い
つ
も
よ
り
早
め
の
散
布
準
備
が

必
要
で
す
。 
 （

二
）
水
で
薄
め
て
サ
ラ
ッ
と
さ
せ
る 

　
草
種
を
問
わ
ず
、
加
水
で
牧
草
に

付
着
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
目
安
は
、

ス
ラ
リ
ー
が
サ
ラ
ッ
と
な
る
ま
で
加

水
し
ま
す
（
写
真
３
）。
散
布
時
期

が
遅
れ
る
ほ
ど
大
量
の
加
水
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

加
水
す
る
と
肥
料
成
分
も
薄
ま
り
ま
す
。

成
分
を
普
及
セ
ン
タ
ー
等
で
分
析
し

て
把
握
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

（
三
）
散
布
量
を
最
小
限
に
！ 

　
局
所
的
に
過
剰
散
布
に
な
ら
な
い

よ
う
、
な
る
べ
く
多
く
の
草
地
に
分

散
し
て
散
布
し
ま
す
。
ま
た
、
極
端

な
重
複
散
布
に
な
ら
な
い
よ
う
、
列

の
間
隔
を
空
け
て
草
地
に
散
布
し
ま
す
。

散
布
量
の
比
較
で
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
た
り
約
一
〇
ｔ
で
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
約
三
〇
ｔ
で
は
サ

イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
に
悪
影
響
（
ア

ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
／
全
窒
素
が
八
％

以
上
、
酪
酸
も
検
出
）
や
硝
酸
イ
オ

ン
検
出
反
応
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真

４
）。 

　
こ
れ
ら
の
対
策
を
実
施
し
た
農
場

で
は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
嗜
好
性
が
高

ま
り
、
採
食
量
が
増
え
、
乳
房
炎
が

減
る
な
ど
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

是
非
、
今
年
の
春
か
ら
取
り
組
む
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

※
ち
ょ
っ
と
余
談 

　
雑
誌
等
に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年

度
米
国
中
西
部
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、

収
穫
が
遅
れ
た
た
め
に
カ
ビ
毒
の
検

出
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

カ
ビ
毒
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め
る

た
め
に
も
、
自
給
粗
飼
料
の
発
酵
品

質
と
嗜
好
性
を
高
め
る
こ
と
が
急
務

で
す
。 

 

※
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
を
高
め

る
た
め
の
、
よ
り
詳
細
な
具
体
策
を

ま
と
め
た
冊
子
を
根
室
生
産
連
よ
り

発
行
し
ま
す
。
４
月
中
に
配
布
予
定

で
す
の
で
、
是
非
お
読
み
下
さ
い
。 

 

図１　スラリーの混入ルート 

写真１　スラリーが付着した牧草 

写真３　サラッとなるまで加水した事例 

写
真
４
　
散
布
量
が
多
す
ぎ
て
硝
酸
イ
オ
ン 

　
　
　  

反
応
が
見
ら
れ
た
サ
イ
レ
ー
ジ 

写真２　スラリー散布が遅すぎる事例 

スラリーが混入するルート 
（１）収穫時に茎葉に付着（写真１） 

　　・スラリー散布が遅い 

　　・加水が足りない（粘土が高い） 

　　・刈り取り高さが低い 

（２）収穫時にスラリーを拾い上げる 

　　・散布量が多い 

　　・重複散布している 

生 乳 販 売 情 報 

市 場 情 報 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 
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¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 

《締め切り》平成22年５月10日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上 

住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

ラクテンカ 

滝本　和男さん　高橋みらいさん　太田美恵子さん 

片岡　美幸さん　斉藤　長市さん 

　
四
月
に
入
り
農
協
や
各
地
区
で
会
議
や
総
会
な
ど
が
開
か
れ
、
組
合
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
何
か
と
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
農
協
も
新
年
度
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
生
乳
計
画

生
産
目
標
は
昨
年
度
目
標
数
量
の
一
・
三
％
減
と
し
、
十
九
年
度
以
来
三
年
ぶ
り
の

減
産
型
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
加
工
補
給
金
は
生
乳
需
給
緩
和
を
理
由
に
現
行
の

一
九
五
万
ト
ン
を
一
〇
万
ト
ン
削
減
し
、
一
八
五
万
ト
ン
と
な
る
な
ど
、
酪
農
家
に

と
っ
て
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
一
度
経
営

を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
計
根
別
農
協
と
し
て
も

皆
さ
ん
の
た
め
に
最
大
の
努
力
を
致
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 
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発行日／平成22年４月23日 

感謝状と記念品を岩渕会長より 
「色 と々ありがとうございました」 

　５年間に亘り、計根別地区の安全を守ってくれていた千徳雄治巡査
部長がこの度この地を離れることになりました。 
　千徳さんは坊主頭に口ひげという独特の風貌で地域に溶け込み、交
通安全指導防犯対策に力を入れ、特に地域防犯組織『ふくろう隊』の
結成に対しては色々とご協力していただきました。また、昨年の夏に
はＡＴＭに千徳さんの等身大の似顔絵を置き、振り込め詐欺を防止す
るなどとってもユニークなお巡りさんでした。 
　この度、計根別駐在所勤務を終えこの地を去るにあたり、３月30日
その功績を称え感謝状と記念品を計根別地域総合振興対策協議会会長
の岩渕堅冶氏より手渡されました。 
　新天地は道北の日本海に浮かぶ小島、オロロン鳥と羊（サフォーク）
で有名な天売島と聞いております。冬の天売島はとても厳しく何日も
フェリーが欠航する所ですが、夏は海がきれいで素晴らしい島ですの
で是非、遊びに行ってほしいと思います。 

〝 〟 

天売島 


